






































































































































































































































































































































































































































































































２２） 桂島宣弘「華夷思想の解体と自他認識の変容」（桂島宣弘著『自他認識の思想史 : 日本ナショ
ナリズムの生成と東アジア』に収録、有志舎、２００８年）、韓東育「「華夷秩序」的東亜構架与自解
体内情」（『東北師大学報（哲学社会科学版）』２００８年第１期）、同氏「「道統」的自立願望与朱子
学在日本的際遇」（『中国社会科学』２００６年第３期）を参照。『殷鑑論』第一首に「聖人庸詎預知
數百千載之後、齊州反不及外國耶。又庸詎遠知天壤間有本邦神聖繼承、政俗大度越齊州者耶。聖
人貴齊州者、以其盡其道而異于戎狄也、非以其居中州之地也。中州而三綱頹、九法淪、教替民厖、
則中州亦戎狄而已。戎狄而三綱正、九法立、政舉俗美、則戎狄亦中州而已。故曰、孔子之作春秋
也、諸侯用夷禮則夷之、夷而進中國、則中國之。唐人識見窄狹、夜郎自大、以為宇宙之際、決無
強大富贍若我齊州者。又未始知聖人夷夏之辨因時而發、是以抑外國太過、不比為人類、多見其自
陷於夏蟲坎蛙之見也。」があった。
２３） 区建英「『隣艸』と『西洋事情』――西洋理解の思考様式の角度から――」。
２４） 『明治文化全集』第三巻・政治篇、９頁。
２５） 同上、５頁。
２６） 同上、３頁。
２７） 『渡辺崋山　高野長英　佐久間象山　横井小楠　橋本左内』日本思想大系５５、４４９頁。
２８） 「山寺源大夫に贈る」（１８５７年１２月３日）、『象山全集』巻四、信濃毎日新聞株式会社、１９３５年、
６４２頁。
２９） 「ハルマ出版に関する藩主宛上書」（１８４９年２月）、『渡辺崋山　高野長英　佐久間象山　横井小
楠　橋本左内』日本思想大系５５、２８４頁。
３０） 『象山全集』巻四、６４６頁。
３１） 横井小楠「夷虜応接大意」、『渡辺崋山　高野長英　佐久間象山　横井小楠　橋本左内』日本思
想大系５５に収録。
３２） 『明治文化全集』第三巻・政治篇、４頁。
３３） 「墨利堅に於ては華盛頓以来三大規模を立て、一は（中略）天意に則て宇内の戦争を息るを以
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て務とし、一は智識を世界万国に取て、治教を裨益するを以て務とし、一は（中略）君臣の義を
廃して一向公共平和を以て務とし、（中略）凡地球上善美と称するも者は悉く取りて吾有となし、
（中略）英吉利に有っては政体一に民情に本づき、官の行ふ所は大小となく必悉民に議り、其便
とする所に随て其好まざる所を強ひず、（中略）俄羅斯を初各国多くは文武の学校は勿論病院・
幼院・唖聾院を設け、政教悉く倫理によって生民の為にするに急なざるはなし。殆ど三代の治教
に符合するに至る。」（横井小楠「国是三論」、『渡辺崋山　高野長英　佐久間象山　横井小楠　橋
本左内』日本思想大系５５、４４８－４４９頁。）
３４） 『明治文化全集』第三巻・政治篇、５頁。
３５） 同上、９頁。
３６） 同上、４頁。
３７） 同上、５頁。
３８） 『憲法構想』日本近代思想大系９、６頁。
３９） 同上、７頁。『明治文化全集』第三巻・政治篇の５頁には「人和」を「人知」に変えたが、文
脈を考えても誤植であるかという疑問がある。
４０） 『明治文化全集』第三巻・政治篇、９－１０頁。
４１） 同上、１２頁。
４２） 上下分権の政体を論じるとき、「確乎たる大律を設け又公会と云へる者を置て王権を殺く者」
に言及した。『明治文化全集』第三巻・政治篇、６頁。
４３） 同上、５頁。
４４） 李暁東『近代中国の立憲思想：厳復・楊度・梁啓超と明治啓蒙思想』、１６１頁。
４５） 『明治文化全集』第三巻・政治篇、１２頁。
４６） 同上、６頁。
４７） 同上、９頁。
４８） 同上、１３頁。
４９） 同上、１１頁。津田真道は、此れに対して、「説き得て的切、前条、思百世之後、地球悉万民同
権となるべし（彦）」と評価した。『憲法構想』日本近代思想大系９、１８頁。
５０） 『明治文化全集』第三巻・政治篇、１２頁。
５１） 同上、９頁。
５２） 同上、５頁。
５３） 同上、１４頁。
５４） 下出隼吉「『鄰草』解題」。『明治文化全集』第三巻・政治篇（解題）、４頁。
５５） 尾佐竹猛『日本憲政史大綱　上巻』、日本評論社、１９３８年、１５頁。
５６） 「幕末開国期に伝来した唐本世界地理書の翻刻と邦訳」、開国百年記念文化事業会編『鎖国時代
日本人の海外知識――世界地理・西洋史に関する文献解題――』、乾元社、１９５３年。
５７） 尾佐竹猛『日本憲政史大綱　上巻』、２７頁。特に英国の制度にいては、『瀛寰志略』には「爵房」
「郷紳房」など訳語があった。『鄰草』には、「爵房」をそのままで援用、「郷紳房」を「薦紳房」
に変えた。『瀛寰志略』（上海書店「近代文献叢刊」、２００１年）、２３５頁（『瀛寰志略』のこの部分を
魏源の『海国図志』巻５２に引用された）。『明治文化全集』第三巻・政治篇、６頁。
５８） 『加藤弘之講演全集』第二冊の「加藤弘之と立憲政体との縁故」、下出隼吉「『鄰草』解題」を
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参照。『明治文化全集』第三巻・政治篇（解題）、３頁。
５９） 『憲法構想』日本近代思想大系９、１８－１９頁。
６０） 熊月之『中国近代民主思想史』（修訂本）、上海社会科学院出版社、２００２年、７９頁。
６１） 同上、８１頁。
６２） 徐継 『瀛寰志略』、上海書店、２００１年、２７７、２９１頁。
６３） 魏源「默觚下 ·治篇三」、『魏源全集』第十二冊、岳麓書社、２００４年、４５頁。
６４） 「人材之高下、下知上易、上知下難；政治之得失、上達下易、下達上難。君之知相也不如大夫、
相之知大夫也不如士、大夫之知士也不如民、誠使上之知下同於下之知上、則天下無不當之人材矣；
政治之疾苦、民間不能盡達之守令、達之守令者不能盡達之諸侯、達之諸侯者不能盡達之天子、誠
能使壅情之人皆為達情之人、則天下無不起之疾苦矣。」魏源「默觚下 ·治篇十一」、『魏源全集』
第十二冊、６５頁。
６５） 『郭嵩燾日記』第一卷、湖南人民出版社、１９８１年、２１５頁。
６６） 熊月之『中國近代民主思想史』（修訂本）、１３０頁。
６７） 馮桂芬『校邠廬抗議』（自序）、上海書店・近代文献叢刊、２００２年、２頁。
６８） 同上、４９頁。
６９） 同上、７５頁。
７０） 『校邠廬抗議』（公黜陟議）に、「官則未有郷人皆好而非好官者、即未有郷人皆惡而非劣員者。
至各官考績、宜首以所舉得人與否為功罪、以重其事。所謂取才、取德、取千百人之公論者如此」
と述べた。『校邠廬抗議』、２頁。
７１） 同上、４１頁。
７２） 『校邠廬抗議』（復郷職議）に、「駐城各図満百家公挙一副董、満千家公挙一正董、裏中人各以
片楮書姓名保挙一人、交公所匯核、擇其得挙最多者用之、皆以諸生以下為限、不為官、不立署、
不設儀仗、以本地土神祠為公所。（中略）正、副董皆三年一易、其有異績殊誉、功德在閭裏者、
許入薦挙、有過者隨時黜之、（中略）有罪即與凡民同」と述べた。『校邠廬抗議』、１２－１３頁。
７３） 同上、３５頁。
７４） 詩を以て「上下之情」を通ずることは古代の伝統で、所謂「通上下之情、而言者無罪、聞者足
戒、微而顯、婉而諷、莫善於詩」（『校邠廬抗議』、３４頁）ということである。また、「復陳詩之法」
というのは、つまり、「令郡縣舉貢生監、平日有學有行者、作為竹枝詞、新樂府之類」、有效者に
奨励し、無效者に罰しなかった。そして「有賞以動其奮興、無罰以絶其顧忌、不顯主名、使無叢
怨之慮、不諱姓名、使無告密之嫌、導之使言、如是有不明目張膽直言無諱乎？」『校邠廬抗議』、
３５頁。
７５） 「上與下不宜狎、狎則主権不尊、太阿倒持而乱生。上與下又不宜隔、隔則民隱不聞、蒙氣乘辟
而乱又生。三代以下、召乱之源不外兩端。下所甚苦之政而上例行之、甚者雷厲風行以督之；下所
甚惡之人而上例用之、甚者推心置腹以任之。（中略）今世部院大臣、習與京朝官處、絶不知外省
情事；大吏習與僚屬處、絶不知民間情事；甚至州縣習與幕吏丁役處、亦絶不知民間情事。蒙生平
愚直、間為大吏及州縣、縱言民間疾苦、多愕然謂聞所未聞者、此上下不通之弊也。」『校邠廬抗
議』、３４－３５頁。
７６） 田畑忍『加藤弘之』、吉川弘文館、１９７６年新装版、１９頁。
７７） 同上、２０頁。
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７８） 李暁東『近代中国の立憲思想：厳復・楊度・梁啓超と明治啓蒙思想』、１６２頁。
７９） 田畑忍『加藤弘之』、２１頁。
８０） 高坂正顕『明治思想史』、灯影舎、１９９９年、２１－３２頁。
８１） 丸山真男「福沢諭吉の儒教批判」、『丸山真男集』第二巻、岩波書店、１９９６年、１４０頁。
８２） 佐藤慎一『近代中国の知識人と文明』、東京大学出版会、１９９６年、１７、１９頁。
８３） 「君子不軽為変法之議、而惟去法外之弊、弊去而法仍復其初矣。不汲汲求立法、而惟求用法之
人、得其人自能立法矣。」魏源「默觚下 ·治篇四」、『魏源全集』第十二冊、４６頁。
８４） 馮桂芬『校邠廬抗議』、５７頁。
８５） 方克立「評「中体西用」与「西体中用」」（『哲学研究』１９８７年第９期）、方克立著『現代新儒学
与中国現代化』、天津人民出版社、１９９７年、４６６頁。
８６） 江村栄一「幕末明治期の憲法構想」、『憲法構想』日本近代思想大系９、４４５頁。
キーワード 鄰草　立憲思想　中国認識　比較思想
［付記］　本研究は中国教育部重大研究プロジェクトである「近代日本における中国認識と行動選択」
（課題番号：06JZD0023）の助成を得た。
（LIU Yuebing）
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